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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠隔管理装置（７０）に第２ネットワーク（４０）で接続されている管理装置（３０，
１３０）に第１ネットワーク（５０）で接続されており、複数の空調機（６０ａａ，６０
ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・，６０ｂａ，６０ｂｂ，６０ｂｃ，６０ｂｄ，・・・
，１６０ａａ，１６０ａｂ，１６０ａｃ，１６０ａｄ，・・・，１６０ｂａ，１６０ｂｂ
，１６０ｂｃ，１６０ｂｄ，・・・）を有する空調設備（６０，１６０）であって、
　前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが遠
隔管理されるために必要な情報であり前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれか
について種類及び性能の少なくとも一方を特定する情報である特定情報を要求する信号で
ある第１要求信号と、前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（６０ａａ，・・
・）のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であり前記遠隔管理装置（７０）から
前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが識別される情報である上位識別情報
の設定を要求する信号である第２要求信号とを、前記管理装置（３０，１３０）から前記
第１ネットワーク（５０）経由で受信する受信部（６１ａａ，・・・）と、
　前記特定情報を記憶している記憶部（６４ａａ，・・・，１６４ａａ，・・・）と、
　前記第１要求信号に基づいて、前記特定情報を決定する決定部（６３ａａ，・・・，１
６３ａａ，・・・）と、
　前記第１要求信号に基づいて、前記特定情報を前記管理装置（３０，１３０）へ前記第
１ネットワーク（５０）経由で送信すると共に、前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）
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のいずれかを識別する情報である識別情報と、前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）の
いずれかの運転に関する情報である運転情報とを前記管理装置（３０，１３０）へ前記第
１ネットワーク（５０）経由で定期的に送信する送信部（６２ａａ，・・・）と、
　を備えた、
空調設備（６０，１６０）。
【請求項２】
　前記決定部（６３ａａ，・・・，１６３ａａ，・・・）は、前記第２要求信号に基づい
て、前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）に対して前記上位識別情報をさらに決定する
、
請求項１に記載の空調設備（６０，１６０）。
【請求項３】
　複数の空調機（６０ａａ，・・・）を有する空調設備（６０，１６０）と、
　前記空調設備（６０，１６０）に第１ネットワーク（５０）経由で接続されており、遠
隔管理装置（７０）に第２ネットワーク（４０）で接続されている管理装置（３０，１３
０）と、
　を備え、
　前記管理装置（３０，１３０）は、前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（
６０ａａ，・・・）のいずれかを遠隔管理するために必要な情報であり前記複数の空調機
（６０ａａ，・・・）のいずれかについて種類及び性能の少なくとも一方を特定する情報
である特定情報を要求する信号である第１要求信号と、前記遠隔管理装置（７０）から前
記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であ
り前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが識
別される情報である上位識別情報の設定を要求する信号である第２要求信号とを、前記空
調設備（６０，１６０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で送信し、
　前記空調設備（６０，１６０）は、前記特定情報を記憶していると共に、前記第１要求
信号に基づいて、前記特定情報を決定し、
　前記空調設備（６０，１６０）は、前記第１要求信号に基づいて、前記特定情報を前記
管理装置（３０，１３０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で送信すると共に、前記
複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかを識別する情報である識別情報と、前記複
数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかの運転に関する情報である運転情報とを前記
管理装置（３０，１３０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で定期的に送信する、
空調管理システム（１，１００）。
【請求項４】
　１以上の室外機（６０ａａ，６０ｂａ，・・・，１６０ａａ，１６０ｂａ，・・・）と
１以上の室内機（６０ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・，６０ｂｂ，６０ｂｃ，６０ｂ
ｄ，・・・，１６０ａｂ，１６０ａｃ，１６０ａｄ，・・・，１６０ｂｂ，１６０ｂｃ，
１６０ｂｄ，・・・）とを含む１以上の冷媒系統（９１，９２，・・・，９１ａ，・・・
）を有する空調設備（６０，１６０）と、
　前記空調設備（６０，１６０）に第１ネットワーク（５０）で接続されており、遠隔管
理装置（７０）に第２ネットワーク（４０）で接続されている管理装置（３０，１３０）
と、
　を備え、
　前記管理装置（３０，１３０）は、前記遠隔管理装置（７０）から前記１以上の室外機
（６０ａａ，・・・）のいずれか又は前記１以上の室内機（６０ａｂ，・・・）のいずれ
かが遠隔管理されるために必要な情報であり前記遠隔管理装置（７０）から前記１以上の
室外機（６０ａａ，・・・）のいずれか又は前記１以上の室内機（６０ａｂ，・・・）の
いずれかが識別される情報である上位識別情報の設定を要求する信号である第２要求信号
を、前記空調設備（６０，１６０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で送信し、
　前記空調設備（６０，１６０）は、前記１以上の室外機（６０ａａ，・・・）のいずれ
か又は前記１以上の室内機（６０ａｂ，・・・）のいずれかが前記遠隔管理装置（７０）
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から遠隔管理されるために必要な情報であり前記冷媒系統（９１，９２，・・・，９１ａ
，・・・）の構成が識別される情報である系統識別情報と、前記１以上の室外機（６０ａ
ａ，・・・）のいずれか又は前記１以上の室内機（６０ａｂ，・・・）のいずれかを識別
する情報である識別情報と、前記１以上の室外機（６０ａａ，・・・）のいずれか又は前
記１以上の室内機（６０ａｂ，・・・）のいずれかの運転に関する情報である運転情報と
、を前記管理装置（３０，１３０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で定期的に送信
する、
空調管理システム（１，１００）。
【請求項５】
　複数の空調機（６０ａａ，・・・）を有する空調設備（６０，１６０）と、
　前記空調設備（６０，１６０）に第１ネットワーク（５０）で接続されている管理装置
（３０，１３０）と、
　前記管理装置（３０，１３０）に第２ネットワーク（４０）で接続されている遠隔管理
装置（７０）と、
　を備え、
　前記空調設備（６０，１６０）は、前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（
６０ａａ，・・・）のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であり前記複数の空調
機（６０ａａ，・・・）のいずれかの種類及び性能の少なくとも一方を特定する情報であ
る特定情報を要求する信号である第１要求信号と、前記遠隔管理装置（７０）から前記複
数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であり前
記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが識別さ
れる情報である上位識別情報の設定を要求する信号である第２要求信号とを、前記管理装
置（３０，１３０）から前記第１ネットワーク（５０）経由で受信し、
　前記空調設備（６０，１６０）は、前記特定情報を記憶していると共に、前記第１要求
信号に基づいて、前記特定情報を決定し、
　前記空調設備（６０，１６０）は、前記第１要求信号に基づいて、前記特定情報を前記
管理装置（３０，１３０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で送信すると共に、前記
複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかを識別する情報である識別情報と、前記複
数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかの運転に関する情報である運転情報とを前記
管理装置（３０，１３０）へ前記第１ネットワーク（５０）経由で定期的に送信し、
　前記管理装置（３０，１３０）は、前記特定情報を前記空調設備（６０，１６０）から
前記第１ネットワーク（５０）経由で受信し、前記特定情報を前記遠隔管理装置（７０）
へ前記第２ネットワーク（４０）経由で送信する、
空調管理システム（１，１００）。
【請求項６】
　遠隔管理装置（７０）に第２ネットワーク（４０）で接続されている管理装置（３０，
１３０）に第１ネットワーク（５０）で接続されており複数の空調機（６０ａａ，・・・
）を有する空調設備（６０，１６０）の管理方法であって、
　前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが遠
隔管理されるために必要な情報であり前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれか
について種類及び性能の少なくとも一方が特定される情報である特定情報が要求される信
号である第１要求信号と、前記遠隔管理装置（７０）から前記複数の空調機（６０ａａ，
・・・）のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であり前記遠隔管理装置（７０）
から前記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかが識別される情報である上位識別
情報の設定を要求する信号である第２要求信号とが、前記管理装置（３０，１３０）から
前記第１ネットワーク（５０）経由で前記空調設備（６０，１６０）に受信される受信ス
テップと、
　前記第１要求信号に基づいて、前記特定情報が決定される決定ステップと、
　前記第１要求信号に基づいて、前記特定情報が前記空調設備（６０，１６０）から前記
第１ネットワーク（５０）経由で前記管理装置（３０，１３０）へ送信されると共に、前
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記複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかを識別する情報である識別情報と、前記
複数の空調機（６０ａａ，・・・）のいずれかの運転に関する情報である運転情報とが前
記空調設備（６０，１６０）から前記第１ネットワーク（５０）経由で前記管理装置（３
０，１３０）へ定期的に送信される送信ステップと、
　を備えた、
空調設備（６０，１６０）の管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調設備、空調管理システム及び空調設備の管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空調設備が管理装置に第１ネットワークで接続されており、管理装置が遠隔管理装置に
第２ネットワークで接続されており、空調設備が室内機や室外機などの複数の空調機を有
する場合、空調機が遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークと
を経由して遠隔管理されることがある（例えば、特許文献１参照。）。例えば、建物に配
備された空調設備における空調機が、建物から離れた場所にあり管理装置の上位にある遠
隔管理装置から、第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して遠隔管理
されることがある。
【０００３】
　一方、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して
空調設備における複数の空調機のいずれかが遠隔管理される準備として、遠隔管理装置か
ら複数の空調機のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報が、管理装置により検出さ
れることがある（例えば、特願２００２－１７０５０３参照。）。
【特許文献１】特開２００３－１０２０７８（第１－１０項、図１－図７）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の空調設備では、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠隔管理さ
れるために必要な情報が、空調設備全体の初期の起動時にしか、空調設備から管理装置へ
送信されない傾向にある。そのため、複数の空調機のうち遠隔管理装置から遠隔管理され
ていない空調機を遠隔管理装置から遠隔管理する必要が生じた場合、すなわち、空調設備
における空調機の全てに対して遠隔管理が開始されるような場合や空調設備に新しい空調
機が追加されたような場合、空調設備全体がリセットされなければならず、それにより空
調設備全体が停止されてしまうため、空調設備が配備された建物における快適性が損なわ
れるおそれがある。また、空調設備全体が停止されることにより、複数の空調機のいずれ
かを識別する情報である識別情報が空調設備における空調機全てに対して再度設定し直さ
れるため、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報
が検出されるのに時間がかかる傾向にある。
【０００５】
　そこで、本発明の課題は、停止されることなく、遠隔管理装置から複数の空調機のいず
れかが遠隔管理されるために必要な情報が検出されることが可能である空調設備と、空調
設備を停止することなく、遠隔管理装置から空調機を遠隔管理するために必要な情報を検
出することができる空調管理システム及び空調設備の管理方法と、を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に係る空調設備は、複数の空調機を有する空調設備である。空調設備は、管理
装置に第１ネットワークで接続されている。管理装置は、遠隔管理装置に第２ネットワー
クで接続されている。空調設備は、受信部と記憶部と決定部と送信部とを備える。受信部
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は、第１要求信号及び第２要求信号を管理装置から第１ネットワーク経由で受信する。第
１要求信号は、特定情報を要求する信号である。特定情報は、遠隔管理装置から複数の空
調機のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であり、複数の空調機のいずれかにつ
いて種類及び性能の少なくとも一方を特定する情報である。第２要求信号は、上位識別情
報の設定を要求する信号である。上位識別情報は、遠隔管理装置から複数の空調機のいず
れかが遠隔管理されるために必要な情報であり、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれ
かが識別される情報である。記憶部は、特定情報を記憶している。決定部は、第１要求信
号に基づいて、特定情報を決定する。送信部は、第１要求信号に基づいて、特定情報を管
理装置へ第１ネットワーク経由で送信する。送信部は、識別情報と運転情報とを管理装置
へ第１ネットワーク経由で定期的に送信する。識別情報は、複数の空調機のいずれかを識
別する情報である。運転情報は、複数の空調機のいずれかの運転に関する情報である。
【０００７】
　この空調設備では、受信部が、第１要求信号を管理装置から第１ネットワーク経由で受
信する。記憶部が、特定情報を記憶している。決定部が、第１要求信号を受け取ることが
できる。決定部が、第１要求信号に基づいて、特定情報を決定する。決定部が、記憶部を
参照して、特定情報を取得することができる。送信部が、特定情報を受け取ることができ
る。送信部が、第１要求信号に基づいて、特定情報を管理装置へ第１ネットワーク経由で
送信する。
【０００８】
　したがって、管理装置が特定情報を第１ネットワーク経由で受信することができるため
、管理装置に特定情報を把握させることができる。このため、遠隔管理装置から第２ネッ
トワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理
される準備として、停止されることなく、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠
隔管理されるために必要な情報が検出されることが可能である。
【０００９】
　なお、空調機は、例えば、室内機や室外機などである。「第１要求信号に基づいて」と
は、第１要求信号そのものに基づくことだけでなく、第１要求信号に基づいた情報に基づ
くことも含む。第１ネットワークと第２ネットワークとは、プロトコルが同じであっても
よいし、プロトコルが異なっていてもよい。
【００１０】
　また、この空調設備では、送信部が、識別情報と運転情報とを管理装置へ第１ネットワ
ーク経由で定期的に送信する。
【００１１】
　したがって、管理装置が識別情報と運転情報とを第１ネットワーク経由で定期的に受信
することができるため、管理装置が識別情報と運転情報とを要求しなくても、管理装置に
識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができる。このため、遠隔管理装置から
第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが
遠隔管理されることが可能である。
【００１２】
　また、この空調設備では、受信部が、第２要求信号を管理装置から第１ネットワーク経
由で受信する。
【００１３】
　したがって、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識別情報が設定され
ることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低減することができ
る。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することができる。
【００１４】
　請求項２に係る空調設備は、請求項１に記載の空調設備であって、決定部は、第２要求
信号に基づいて、複数の空調機に対して上位識別情報をさらに決定する。
【００１５】
　この空調設備では、受信部が、第２要求信号を管理装置から第１ネットワーク経由で受
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信する。決定部が、第２要求信号に基づいて、複数の空調機に対して上位識別情報をさら
に決定する。
【００１６】
　したがって、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識別情報が設定され
ることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低減することができ
る。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することができる。
【００１７】
　請求項３に係る空調管理システムは、空調設備と管理装置とを備える。空調設備は、複
数の空調機を有する。管理装置は、空調設備に第１ネットワーク経由で接続されている。
管理装置は、遠隔管理装置に第２ネットワークで接続されている。管理装置は、第１要求
信号及び第２要求信号を空調設備へ第１ネットワーク経由で送信する。第１要求信号は、
特定情報を要求する信号である。特定情報は、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれか
を遠隔管理するために必要な情報であり、複数の空調機のいずれかについて種類及び性能
の少なくとも一方を特定する情報である。第２要求信号は、上位識別情報の設定を要求す
る信号である。上位識別情報は、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠隔管理さ
れるために必要な情報であり、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが識別される情
報である。空調設備は、特定情報を記憶していると共に、第１要求信号に基づいて、特定
情報を決定する。空調設備は、第１要求信号に基づいて、特定情報を管理装置へ第１ネッ
トワーク経由で送信する。空調設備は、識別情報と運転情報とを管理装置へ第１ネットワ
ーク経由で定期的に送信する。識別情報は、複数の空調機のいずれかを識別する情報であ
る。運転情報は、複数の空調機のいずれかの運転に関する情報である。
【００１８】
　この空調管理システムでは、管理装置が、第１要求信号を空調設備へ第１ネットワーク
経由で送信する。空調設備が、第１要求信号を管理装置から第１ネットワーク経由で受信
することができる。空調設備が、第１要求信号に基づいて、特定情報を決定することがで
きる。空調設備が、第１要求信号に基づいて、特定情報を管理装置へ第１ネットワーク経
由で送信する。
【００１９】
　したがって、複数の空調機のいずれかについての特定情報を管理装置が第１ネットワー
ク経由で空調設備から受信することができるため、管理装置が特定情報を把握することが
できる。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークと
を経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理される準備として、空調設備を停止するこ
となく、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかを遠隔管理するために必要な情報を検
出することができる。
【００２０】
　なお、空調機は、例えば、室内機や室外機などである。「第１要求信号に基づいて」と
は、第１要求信号そのものに基づくことだけでなく、第１要求信号に基づいた情報に基づ
くことも含む。第１ネットワークと第２ネットワークとは、プロトコルが同じであっても
よいし、プロトコルが異なっていてもよい。
【００２１】
　また、この空調管理システムでは、空調設備が、識別情報と運転情報とを管理装置へ第
１ネットワーク経由で定期的に送信する。
【００２２】
　したがって、管理装置が識別情報と運転情報とを第１ネットワーク経由で定期的に受信
することができるため、管理装置が識別情報と運転情報とを要求しなくても、管理装置に
識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができる。このため、遠隔管理装置から
第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが
遠隔管理されることが可能である。
【００２３】
　また、この空調管理システムでは、空調設備が、第２要求信号を管理装置から第１ネッ
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トワーク経由で受信する。
【００２４】
　したがって、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識別情報が設定され
ることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低減することができ
る。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することができる。
【００２５】
　請求項４に係る空調管理システムは、空調設備と管理装置とを備える。空調設備は、１
以上の冷媒系統を有する。冷媒系統は、１以上の室外機と１以上の室内機とを含む。管理
装置は、空調設備に第１ネットワークで接続されており、遠隔管理装置に第２ネットワー
クで接続されている。管理装置は、第２要求信号を空調設備へ第１ネットワーク経由で送
信する。第２要求信号は、上位識別情報の設定を要求する信号である。上位識別情報は、
遠隔管理装置から１以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかが遠隔管理さ
れるために必要な情報であり、遠隔管理装置から１以上の室外機のいずれか又は１以上の
室内機のいずれかが識別される情報である。空調設備は、系統識別情報と識別情報と運転
情報とを管理装置へ第１ネットワーク経由で定期的に送信する。系統識別情報は、１以上
の室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかが遠隔管理装置から遠隔管理されるた
めに必要な情報であり、冷媒系統の構成が識別される情報である。識別情報は、１以上の
室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかを識別する情報である。運転情報は、１
以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかの運転に関する情報である。
【００２６】
　この空調管理システムでは、空調設備が、１以上の冷媒系統を有する。管理装置が、空
調設備に第１ネットワークで接続されている。管理装置が、遠隔管理装置に第２ネットワ
ークで接続されている。空調設備が、系統識別情報と識別情報と運転情報とを管理装置へ
第１ネットワーク経由で定期的に送信する。
【００２７】
　したがって、１以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかの系統識別情報
、識別情報及び運転情報を管理装置が第１ネットワーク経由で空調設備から定期的に受信
することができるため、管理装置が、１以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機のい
ずれかの系統識別情報、識別情報及び運転情報を定期的に把握することができる。このた
め、１以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかを遠隔管理装置から遠隔管
理する準備として、空調設備を止めることなく、１以上の室外機のいずれか又は１以上の
室内機のいずれかを遠隔管理するために必要な情報を検出することができる。
【００２８】
　なお、「第１要求信号に基づいて」とは、第１要求信号そのものに基づくことだけでな
く、第１要求信号に基づいた情報に基づくことも含む。第１ネットワークと第２ネットワ
ークとは、プロトコルが同じであってもよいし、プロトコルが異なっていてもよい。
【００２９】
　また、この空調管理システムでは、空調設備が、第２要求信号を管理装置から第１ネッ
トワーク経由で受信する。
【００３０】
　したがって、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識別情報が設定され
ることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低減することができ
る。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することができる。
【００３１】
　請求項５に係る空調管理システムは、空調設備と管理装置と遠隔管理装置とを備える。
空調設備は、複数の空調機を有する。管理装置は、空調設備に第１ネットワークで接続さ
れている。遠隔管理装置は、管理装置に第２ネットワークで接続されている。空調設備は
、第１要求信号及び第２要求信号を管理装置から第１ネットワーク経由で受信する。第１
要求信号は、特定情報を要求する信号である。特定情報は、遠隔管理装置から複数の空調
機のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報であり、複数の空調機のいずれかの種類
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及び性能の少なくとも一方を特定する情報である。第２要求信号は、上位識別情報の設定
を要求する信号である。上位識別情報は、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠
隔管理されるために必要な情報であり、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが識別
される情報である。空調設備は、特定情報を記憶していると共に、第１要求信号に基づい
て、特定情報を決定する。空調設備は、第１要求信号に基づいて、特定情報を管理装置へ
第１ネットワーク経由で送信する。空調設備は、識別情報と運転情報とを管理装置へ第１
ネットワーク経由で定期的に送信する。識別情報は、複数の空調機のいずれかを識別する
情報である。運転情報は、複数の空調機のいずれかの運転に関する情報である。管理装置
は、特定情報を空調設備から第１ネットワーク経由で受信し、特定情報を遠隔管理装置へ
第２ネットワーク経由で送信する。
【００３２】
　この空調管理システムでは、空調設備が、複数の空調機を有する。管理装置が、空調機
に第１ネットワークで接続されている。遠隔管理装置が、管理装置に第２ネットワークで
接続されている。空調設備が、第１要求信号を管理装置から第１ネットワーク経由で受信
する。空調設備が、第１要求信号に基づいて、特定情報を決定することができる。空調設
備が、第１要求信号に基づいて、特定情報を管理装置へ第１ネットワーク経由で送信する
。管理装置が、特定情報を空調設備から第１ネットワーク経由で受信し、特定情報を遠隔
管理装置へ第２ネットワーク経由で送信する。
【００３３】
　したがって、複数の空調機のいずれかの特定情報を管理装置が第１ネットワーク経由で
空調設備から受信するため、複数の空調機のいずれかの特定情報を管理装置が把握するこ
とができる。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワー
クとを経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理される準備として、空調設備を停止す
ることなく、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかを遠隔管理するために必要な情報
を検出することができる。また、遠隔管理装置が特定情報を第２ネットワーク経由で受信
することができるので、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかを遠隔管理することが
できる。
【００３４】
　なお、空調機は、例えば、室内機や室外機などである。「第１要求信号に基づいて」と
は、第１要求信号そのものに基づくことだけでなく、第１要求信号に基づいた情報に基づ
くことも含む。第１ネットワークと第２ネットワークとは、プロトコルが同じであっても
よいし、プロトコルが異なっていてもよい。
【００３５】
　また、この空調管理システムでは、空調設備が、識別情報と運転情報とを管理装置へ第
１ネットワーク経由で定期的に送信する。
【００３６】
　したがって、管理装置が識別情報と運転情報とを第１ネットワーク経由で定期的に受信
することができるため、管理装置が識別情報と運転情報とを要求しなくても、管理装置に
識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができる。このため、遠隔管理装置から
第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが
遠隔管理されることが可能である。
【００３７】
　また、この空調管理システムでは、空調設備が、第２要求信号を管理装置から第１ネッ
トワーク経由で受信する。
【００３８】
　したがって、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識別情報が設定され
ることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低減することができ
る。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することができる。
【００３９】
　請求項６に係る空調設備の管理方法は、複数の空調機を有する空調設備の管理方法であ
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る。空調設備は、管理装置に第１ネットワークで接続されている。管理装置は、遠隔管理
装置に第２ネットワークで接続されている。空調設備の管理方法は、受信ステップと決定
ステップと送信ステップとを備える。受信ステップでは、第１要求信号及び第２要求信号
が管理装置から第１ネットワーク経由で空調設備に受信される。第１要求信号は、特定情
報が要求される信号である。特定情報は、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠
隔管理されるために必要な情報であり、複数の空調機のいずれかについて種類及び性能の
少なくとも一方が特定される情報である。第２要求信号は、上位識別情報の設定を要求す
る信号である。上位識別情報は、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが遠隔管理さ
れるために必要な情報であり、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかが識別される情
報である。決定ステップでは、第１要求信号に基づいて、特定情報が決定される。送信ス
テップでは、第１要求信号に基づいて、特定情報が空調設備から第１ネットワーク経由で
管理装置へ送信される。送信ステップでは、識別情報と運転情報とが空調設備から第１ネ
ットワーク経由で管理装置へ定期的に送信される。識別情報は、複数の空調機のいずれか
を識別する情報である。運転情報は、複数の空調機のいずれかの運転に関する情報である
。
【００４０】
　この空調設備の管理方法では、受信ステップにおいて、第１要求信号が管理装置から第
１ネットワーク経由で空調設備に受信される。第１要求信号に基づいて、特定情報が決定
され得る。送信ステップにおいて、第１要求信号に基づいて、特定情報が空調設備から第
１ネットワーク経由で管理装置へ送信される。
【００４１】
　したがって、管理装置が特定情報を第１ネットワーク経由で受信することができるため
、管理装置に特定情報を把握させることができる。このため、遠隔管理装置から第２ネッ
トワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理
される準備として、空調設備が停止されることなく、遠隔管理装置から複数の空調機のい
ずれかが遠隔管理されるために必要な情報が検出されることが可能である。
【００４２】
　なお、空調機は、例えば、室内機や室外機などである。「第１要求信号に基づいて」と
は、第１要求信号そのものに基づくことだけでなく、第１要求信号に基づいた情報に基づ
くことも含む。第１ネットワークと第２ネットワークとは、プロトコルが同じであっても
よいし、プロトコルが異なっていてもよい。
【００４３】
　また、この空調設備の管理方法では、送信ステップにおいて、識別情報と運転情報とが
空調設備から管理装置へ第１ネットワーク経由で定期的に送信される。
【００４４】
　したがって、管理装置が識別情報と運転情報とを第１ネットワーク経由で定期的に受信
することができるため、管理装置が識別情報と運転情報とを要求しなくても、管理装置に
識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができる。このため、遠隔管理装置から
第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが
遠隔管理されることが可能である。
【００４５】
　また、この空調設備の管理方法では、受信ステップにおいて、第２要求信号が管理装置
から空調設備へ第１ネットワーク経由で受信される。
【００４６】
　したがって、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識別情報が設定され
ることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低減することができ
る。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することができる。
【発明の効果】
【００４７】
　請求項１に係る空調設備では、管理装置が特定情報を第１ネットワーク経由で受信する
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ことができるため、管理装置に特定情報を把握させることができる。このため、遠隔管理
装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のい
ずれかが遠隔管理される準備として、停止されることなく、遠隔管理装置から複数の空調
機のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報が検出されることが可能である。
【００４８】
　また、請求項１に係る空調設備では、管理装置が識別情報と運転情報とを第１ネットワ
ーク経由で定期的に受信することができるため、管理装置が識別情報と運転情報とを要求
しなくても、管理装置に識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができる。この
ため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複
数の空調機のいずれかが遠隔管理されることが可能である。
【００４９】
　また、請求項１に係る空調設備では、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して
上位識別情報が設定されることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されるこ
とを低減することができる。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減するこ
とができる。
【００５０】
　請求項２に係る空調設備では、第２要求信号を第１ネットワーク経由で受信して上位識
別情報が設定されることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定されることを低
減することができる。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低減することがで
きる。
【００５１】
　請求項３に係る空調管理システムでは、複数の空調機のいずれかについての特定情報を
管理装置が第１ネットワーク経由で空調設備から受信することができるため、管理装置が
特定情報を把握することができる。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理
装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理される準備とし
て、空調設備を停止することなく、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかを遠隔管理
するために必要な情報を検出することができる。
【００５２】
　また、請求項３に係る空調管理システムでは、管理装置が識別情報と運転情報とを第１
ネットワーク経由で定期的に受信することができるため、管理装置が識別情報と運転情報
とを要求しなくても、管理装置に識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができ
る。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経
由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理されることが可能である。
【００５３】
　また、請求項３に係る空調管理システムでは、第２要求信号を第１ネットワーク経由で
受信して上位識別情報が設定されることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定
されることを低減することができる。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低
減することができる。
【００５４】
　請求項４に係る空調管理システムでは、１以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機
のいずれかの系統識別情報、識別情報及び運転情報を管理装置が第１ネットワーク経由で
空調設備から定期的に受信することができるため、管理装置が、１以上の室外機のいずれ
か又は１以上の室内機のいずれかの系統識別情報、識別情報及び運転情報を定期的に把握
することができる。このため、１以上の室外機のいずれか又は１以上の室内機のいずれか
を遠隔管理装置から遠隔管理する準備として、空調設備を止めることなく、１以上の室外
機のいずれか又は１以上の室内機のいずれかを遠隔管理するために必要な情報を検出する
ことができる。
【００５５】
　また、請求項４に係る空調管理システムでは、第２要求信号を第１ネットワーク経由で
受信して上位識別情報が設定されることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定
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されることを低減することができる。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低
減することができる。
【００５６】
　請求項５に係る空調管理システムでは、複数の空調機のいずれかの特定情報を管理装置
が第１ネットワーク経由で空調設備から受信するため、複数の空調機のいずれかの特定情
報を管理装置が把握することができる。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと
管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理される準備
として、空調設備を停止することなく、遠隔管理装置から複数の空調機のいずれかを遠隔
管理するために必要な情報を検出することができる。また、遠隔管理装置が特定情報を第
２ネットワーク経由で受信することができるので、遠隔管理装置から複数の空調機のいず
れかを遠隔管理することができる。
【００５７】
　また、請求項５に係る空調管理システムでは、管理装置が識別情報と運転情報とを第１
ネットワーク経由で定期的に受信することができるため、管理装置が識別情報と運転情報
とを要求しなくても、管理装置に識別情報と運転情報とを定期的に把握させることができ
る。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経
由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理されることが可能である。
【００５８】
　また、請求項５に係る空調管理システムでは、第２要求信号を第１ネットワーク経由で
受信して上位識別情報が設定されることが可能であるので、上位識別情報が重複して設定
されることを低減することができる。このため、上位識別情報が設定される際の負担を低
減することができる。
【００５９】
　請求項６に係る空調設備の管理方法では、管理装置が特定情報を第１ネットワーク経由
で受信することができるため、管理装置に特定情報を把握させることができる。このため
、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを経由して複数の
空調機のいずれかが遠隔管理される準備として、空調設備が停止されることなく、遠隔管
理装置から複数の空調機のいずれかが遠隔管理されるために必要な情報が検出されること
が可能である。
【００６０】
　また、請求項６に係る空調設備の管理方法では、管理装置が識別情報と運転情報とを第
１ネットワーク経由で定期的に受信することができるため、管理装置が識別情報と運転情
報とを要求しなくても、管理装置に識別情報と運転情報とを定期的に把握させることがで
きる。このため、遠隔管理装置から第２ネットワークと管理装置と第１ネットワークとを
経由して複数の空調機のいずれかが遠隔管理されることが可能である。
【００６１】
　また、請求項６に係る空調設備の管理方法では、第２要求信号を第１ネットワーク経由
で受信して上位識別情報が設定されることが可能であるので、上位識別情報が重複して設
定されることを低減することができる。このため、上位識別情報が設定される際の負担を
低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６２】
　［第１実施形態］
　図１に、本発明の第１実施形態にかかる空調管理システム１の構成図を示す。また、本
発明の第１実施形態にかかる空調管理システム１の構成要素の構成図を図２，図３に示す
。
【００６３】
　＜空調管理システム１の全体構成＞
　図１に示す空調管理システム１は、主として空調設備６０（６０ａ，６０ｂ，・・・）
，管理装置３０，遠隔管理装置７０，ビル管理装置８０，ネットワーク４０及びネットワ
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ーク５０を備える。
【００６４】
　空調設備６０（６０ａ，６０ｂ，・・・）と管理装置３０とは、ネットワーク５０で接
続されている。管理装置３０と遠隔管理装置７０とは、ネットワーク４０で接続されてい
る。管理装置３０とビル管理装置８０とは、ネットワーク４０で接続されている。
【００６５】
　＜空調設備６０（６０ａ，６０ｂ，・・・）の構成＞
　図１に示すように、空調設備６０（６０ａ，６０ｂ，・・・）は、主として、空調機群
６０ａ，６０ｂ，・・・を備える。空調設備６０（６０ａ，６０ｂ，・・・）は、ビル１
０に配備されている。
【００６６】
　空調機群６０ａ（６０ａａ，６０ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・）は、室外機６０
ａａと室内機群（６０ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・）とを備える。室外機６０ａａ
と室内機群（６０ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・）とは、ネットワーク５０で接続さ
れている。
【００６７】
　図１に示す室外機６０ａａは、図２に示すように、主として、受信部６１ａａ，送信部
６２ａａ，決定部６３ａａ及び記憶部６４ａａを備える。記憶部６４ａａは、主として、
プロパティコマンド６５ａａと定常コマンド６６ａａとを備える。プロパティコマンド６
５ａａは、遠隔管理装置７０（図１参照）から空調機６０ａａ，６０ａｂ，６０ａｃ，６
０ａｄ，・・・，６０ｂａ，６０ｂｂ，６０ｂｃ，６０ｂｄ，・・・（以下、空調機６０
ａａ等とする。）（図１参照）が遠隔管理されるために必要な情報であり、空調機６０ａ
ａ等（図１参照）について主として種類及び性能を特定する情報である。定常コマンド６
６ａａは、主として、空調機６０ａａ等（図１参照）を識別する情報である識別情報と、
空調機６０ａａ等（図１参照）の運転に関する情報である運転情報と、を備える。
【００６８】
　受信部６１ａａが、プロパティコマンド６５ａａを要求するコマンドであるプロパティ
コマンド要求コマンド３７（図３参照）を、管理装置３０からネットワーク５０経由で受
信する。記憶部６４ａａが、プロパティコマンド６５ａａを記憶している。決定部６３ａ
ａが、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３参照）を受信部６１ａａから受け取る
。決定部６３ａａが、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３参照）に基づいて、プ
ロパティコマンド６５ａａを決定する。決定部６３ａａが、記憶部６４ａａを参照して、
プロパティコマンド６５ａａを記憶部６４ａａから取得する。送信部６２ａａが、プロパ
ティコマンド６５ａａを決定部６３ａａから受け取る。
【００６９】
　一方、決定部６３ａａが、定期的に記憶部６４ａａを参照し、定常コマンド６６ａａを
記憶部６４ａａから取得して送信部６２ａａへ渡す。
【００７０】
　送信部６２ａａは、定常コマンド６６ａａを管理装置３０へネットワーク５０経由で定
期的に送信する。受信部６１ａａがプロパティコマンド要求コマンド３７（図３参照）を
受信した場合、送信部６２ａａが、定常コマンド６６ａａを送信する際に、プロパティコ
マンド要求コマンド３７（図３参照）に対する返信として、プロパティコマンド６５ａａ
を定常コマンド６６ａａとともにネットワーク５０経由で管理装置３０（図１参照）へ送
信する。
【００７１】
　他の空調機群６０ｂ，・・・も、空調機群６０ａと同様である。
【００７２】
　＜管理装置３０の構成＞
　図１に示す管理装置３０は、図３に示すように、主として、送受信部３１，送受信部３
２，プロトコル変換部３３，制御部３４，入力部３５及び記憶部３６を備える。管理装置
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３０は、ビル１０に配備されている。
【００７３】
　入力部３５に、プロパティコマンド６５ａａを要求する旨の情報が入力される。制御部
３４は、プロパティコマンド６５ａａを要求する旨の情報を入力部３５から受け取り、記
憶部３６を参照して、プロパティコマンド要求コマンド３７を記憶部３６から受け取る。
制御部３４は、プロパティコマンド要求コマンド３７をプロトコル変換部３３へ渡す。プ
ロトコル変換部３３は、プロパティコマンド要求コマンド３７を、ネットワーク５０の形
式へ変換して、送受信部３２へ渡す。送受信部３２は、プロパティコマンド要求コマンド
３７をネットワーク５０経由で空調設備６０へ送信する。
【００７４】
　送受信部３２は、定常コマンド６６ａａ（図２参照）をネットワーク５０経由で空調設
備６０から定期的に受信する。送受信部３２がプロパティコマンド要求コマンド３７を送
信した場合、送受信部３２が、定常コマンド６６ａａ（図２参照）を受信する際に、プロ
パティコマンド要求コマンド３７に対する返信として、プロパティコマンド６５ａａ（図
２参照）を定常コマンド６６ａａ（図２参照）とともに空調設備６０（図１参照）からネ
ットワーク５０経由で受信する。定常コマンド６６ａａ（図２参照）のみ、あるいは定常
コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）は、プロト
コル変換部３３と制御部３４とを経由して、記憶部３６に記憶される。
【００７５】
　送受信部３１は、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ
（図２参照）を欲しい旨の要求をネットワーク４０経由で遠隔管理装置７０（図１参照）
から受信する。その要求は、送受信部３１からプロトコル変換部３３を経由して制御部３
４へ渡される。制御部３４は、記憶部３６を参照して、定常コマンド６６ａａ（図２参照
）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）を記憶部３６から取得する。定常コマン
ド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）は、制御部３４か
らプロトコル変換部３３を経由して送受信部３１へ渡される。送受信部３１は、定常コマ
ンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）をネットワーク
４０経由で遠隔管理装置７０（図１参照）へ送信する。
【００７６】
　管理装置３０は、遠隔管理装置７０（図１参照）からの指令に基づき、空調機６０ａａ
等をネットワーク５０経由で管理する。例えば、遠隔管理装置７０（図１参照）からの指
令が空調機６０ａａ等を監視したいというものである場合、管理装置３０は、定常コマン
ド６６ａａ（図２参照）に備えられた情報を、あるいは、定常コマンド６６ａａ（図２参
照）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）に備えられた情報を、ネットワーク４
０経由で遠隔管理装置７０へ送信する。遠隔管理装置７０（図１参照）からの指令が空調
機６０ａａ等を制御したいというものである場合、管理装置３０は、その指令に基づく制
御信号を、生成して、ネットワーク４０経由で遠隔管理装置７０へ送信する。
【００７７】
　＜遠隔管理装置７０の構成＞
　遠隔管理装置７０は、図１に示すように、遠隔管理センタ２０に配備されている。遠隔
管理センタ２０は、ビル１０から離れた場所にある。
【００７８】
　遠隔管理装置７０は、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５
ａａ（図２参照）を欲しい旨の要求をネットワーク４０経由で管理装置３０へ送信する。
【００７９】
　遠隔管理装置７０は、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５
ａａ（図２参照）をネットワーク４０経由で管理装置３０から受信する。遠隔管理装置７
０は、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）
に備えられた情報に基づいて、空調機６０ａａ等をネットワーク４０と管理装置３０とネ
ットワーク５０とを経由して遠隔管理する。プロパティコマンド６５ａａ（図２参照）に
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備えられた情報は、空調機６０ａａ等について主として種類及び性能を特定する情報であ
る。定常コマンド６６ａａ（図２参照）に備えられた情報は、主として、空調機６０ａａ
等を識別する情報である識別情報と、空調機６０ａａ等の運転に関する情報である運転情
報と、である。
【００８０】
　＜ビル管理装置８０の構成＞
　ビル管理装置８０は、図１に示すように、ビル１０に配備されている。ビル管理装置８
０は、ネットワーク４０で管理装置３０に接続されている。
【００８１】
　ビル管理装置８０は、ネットワーク４０と管理装置３０とネットワーク５０とを経由し
て空調機６０ａａ等を管理する。また、ビル管理装置８０は、空調機６０ａａ等以外のビ
ル内の設備機器についても同様にネットワーク４０経由で管理する。
【００８２】
　＜空調管理システム１が空調機６０ａａ等を管理する処理の流れ＞
　図１に示す空調管理システム１が空調機６０ａａ等を管理する処理の流れを、図４に示
すフローチャートを用いて説明する。なお、空調管理システム１が空調機群６０ａ（６０
ａａ，６０ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・）を管理する場合について説明するが、空
調管理システム１が他の空調機群６０ｂ，６０ｃ，・・・を管理する場合についても同様
である。
【００８３】
　図４に示すステップＳ１では、プロパティコマンドを取得したい旨の要求があるか否か
が判断される。すなわち、プロパティコマンド６５ａａ（図２参照）を要求する旨の情報
が図３に示す管理装置３０の入力部３５に入力されて、制御部３４により、プロパティコ
マンド６５ａａを要求する旨の情報が入力部３５から受け取られた場合、プロパティコマ
ンドを取得したい旨の要求があると判断される。プロパティコマンド６５ａａ（図２参照
）を要求する旨の情報が図３に示す管理装置３０の入力部３５に入力されず、制御部３４
により、プロパティコマンド６５ａａを要求する旨の情報が入力部３５から受け取られな
い場合、プロパティコマンドを取得したい旨の要求がないと判断される。プロパティコマ
ンドを取得したい旨の要求があると判断されれば、ステップＳ２へ進められ、プロパティ
コマンドを取得したい旨の要求がないと判断されれば、ステップＳ７へ進められる。
【００８４】
　図４に示すステップＳ２では、プロパティコマンドが要求される。すなわち、図３に示
す制御部３４により、記憶部３６が参照され、プロパティコマンド要求コマンド３７が記
憶部３６から受け取られる。制御部３４により、プロパティコマンド要求コマンド３７が
プロトコル変換部３３へ渡される。プロトコル変換部３３により、プロパティコマンド要
求コマンド３７が、ネットワーク５０の形式へ変換されて、送受信部３２へ渡される。送
受信部３２により、プロパティコマンド要求コマンド３７がネットワーク５０経由で空調
設備６０（図１参照）へ送信される。
【００８５】
　図４に示すステップＳ３では、プロパティコマンドが決定される。すなわち、図２に示
す室外機６０ａａの受信部６１ａａにより、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３
参照）が、管理装置３０からネットワーク５０経由で受信される。記憶部６４ａａにより
、プロパティコマンド６５ａａが記憶されている。決定部６３ａａにより、プロパティコ
マンド要求コマンド３７（図３参照）が受け取られる。決定部６３ａａにより、プロパテ
ィコマンド要求コマンド３７（図３参照）に基づいて、プロパティコマンド６５ａａが決
定される。決定部６３ａａにより、記憶部６４ａａが参照されて、プロパティコマンド６
５ａａが記憶部６４ａａから取得される。送信部６２ａａにより、プロパティコマンド６
５ａａが決定部６３ａａから受け取られる。
【００８６】
　図４に示すステップＳ４では、定常コマンドとプロパティコマンドとが送信される。す
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なわち、決定部６３ａａにより、定期的に記憶部６４ａａが参照され、定常コマンド６６
ａａが記憶部６４ａａから取得されて送信部６２ａａへ渡される。送信部６２ａａにより
、定常コマンド６６ａａが送信される際に、プロパティコマンド要求コマンドに対する返
信として、プロパティコマンド６５ａａが定常コマンド６６ａａとともにネットワーク５
０経由で管理装置３０へ送信される。
【００８７】
　図４に示すステップＳ５では、管理装置３０の上位に送信が行われる。すなわち、図３
に示す送受信部３２により、定常コマンド６６ａａ（図２参照）が受信される際に、プロ
パティコマンド要求コマンド３７に対する返信として、プロパティコマンド６５ａａ（図
２参照）が定常コマンド６６ａａ（図２参照）とともに空調設備６０からネットワーク５
０経由で受信される。定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａ
ａ（図２参照）は、プロトコル変換部３３と制御部３４とを経由して、記憶部３６に記憶
される。遠隔管理装置７０（図１参照）により、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及び
プロパティコマンド６５ａａ（図２参照）を欲しい旨の要求がネットワーク４０経由で管
理装置３０へ送信される。管理装置３０の送受信部３１により、定常コマンド６６ａａ（
図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）を欲しい旨の要求が遠隔管理装
置７０（図１参照）からネットワーク４０経由で受信される。その要求は、送受信部３１
からプロトコル変換部３３を経由して制御部３４へ渡される。制御部３４により、記憶部
３６が参照されて、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマンド６５ａａ
（図２参照）が記憶部３６から取得される。定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロ
パティコマンド６５ａａ（図２参照）は、制御部３４からプロトコル変換部３３を経由し
て送受信部３１へ渡される。送受信部３１により、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及
びプロパティコマンド６５ａａ（図２参照）がネットワーク４０経由で遠隔管理装置７０
（図１参照）へ送信される。
【００８８】
　図４に示すステップＳ６では、遠隔管理用ＩＤが手動で設定される。すなわち、図３に
示す管理装置３０の入力部３５に、空調機６０ａａ等（図１参照）の遠隔管理用ＩＤが入
力される。ここで、遠隔管理用ＩＤは、遠隔管理装置７０（図１参照）から空調機６０ａ
ａ等（図１参照）が遠隔管理されるために必要な情報であり、遠隔管理装置７０（図１参
照）から空調機６０ａａ等（図１参照）が識別される情報である。遠隔管理用ＩＤは、入
力部３５から制御部３４を経由して記憶部３６に記憶される。
【００８９】
　図４に示すステップＳ７では、定常コマンドが送信される。すなわち、図２に示す室外
機６０ａａの決定部６３ａａにより、定期的に記憶部６４ａａが参照され、定常コマンド
６６ａａが記憶部６４ａａから取得されて送信部６２ａａへ渡される。送信部６２ａａに
より、定常コマンド６６ａａが管理装置３０へネットワーク５０経由で定期的に送信され
る。
【００９０】
　図４に示すステップＳ８では、すでに遠隔管理が行われているか否かが判断される。す
なわち、図３に示す管理装置３０の送受信部３２により、定常コマンド６６ａａ（図２参
照）がネットワーク５０経由で空調設備６０から定期的に受信される。定常コマンド６６
ａａ（図２参照）のみが、プロトコル変換部３３と制御部３４とを経由して、記憶部３６
に記憶される。制御部３４により、遠隔管理装置７０（図１参照）から空調機６０ａａ等
（図１参照）がすでに遠隔管理されているか否かが判断される。すでに遠隔管理されてい
ると判断された場合は、ステップＳ９へ進められ、すでに遠隔管理されていないと判断さ
れた場合は、処理が終了される。
【００９１】
　図４に示すステップＳ９では、管理装置３０の上位に送信が行われる。すなわち、図３
に示す送受信部３１により、定常コマンド６６ａａ（図２参照）を欲しい旨の要求が遠隔
管理装置７０（図１参照）からネットワーク４０経由で受信される。その要求は、送受信
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部３１からプロトコル変換部３３を経由して制御部３４へ渡される。制御部３４により、
記憶部３６が参照されて、定常コマンド６６ａａ（図２参照）が記憶部３６から取得され
る。定常コマンド６６ａａ（図２参照）は、制御部３４からプロトコル変換部３３を経由
して送受信部３１へ渡される。送受信部３１により、定常コマンド６６ａａ（図２参照）
がネットワーク４０経由で遠隔管理装置７０（図１参照）へ送信される。
【００９２】
　図４に示すステップＳ１０では、遠隔管理が行われる。すなわち、図１に示す管理装置
３０により、遠隔管理装置７０からの指令に基づき、空調機６０ａａ等がネットワーク５
０経由で管理される。例えば、遠隔管理装置７０からの指令が空調機６０ａａ等を監視し
たいというものである場合、管理装置３０により、定常コマンド６６ａａ（図２参照）に
備えられた情報が、あるいは、定常コマンド６６ａａ（図２参照）及びプロパティコマン
ド６５ａａ（図２参照）に備えられた情報が、ネットワーク４０経由で遠隔管理装置７０
へ送信される。遠隔管理装置７０からの指令が空調機６０ａａ等を制御したいというもの
である場合、管理装置３０により、その指令に基づく制御信号が、生成され、ネットワー
ク４０経由で遠隔管理装置７０へ送信される。
【００９３】
　＜空調管理システム１に関する特徴＞
　（１）
　ここでは、図２に示す室外機６０ａａの受信部６１ａａが、プロパティコマンド要求コ
マンド３７（図３参照）を管理装置３０（図１参照）からネットワーク５０（図１参照）
経由で受信する。記憶部６４ａａが、プロパティコマンド６５ａａを記憶している。ここ
で、プロパティコマンド６５ａａは、遠隔管理装置７０（図１参照）から空調機６０ａａ
等（図１参照）が遠隔管理されるために必要な情報であり、空調機６０ａａ等（図１参照
）について主として種類及び性能を特定する情報である。決定部６３ａａが、プロパティ
コマンド要求コマンド３７（図３参照）を受信部６１ａａから受け取る。決定部６３ａａ
が、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３参照）に基づいて、プロパティコマンド
６５ａａを決定する。決定部６３ａａが、記憶部６４ａａを参照して、プロパティコマン
ド６５ａａを記憶部６４ａａから取得する。送信部６２ａａが、プロパティコマンド６５
ａａを決定部６３ａａから受け取る。受信部６１ａａがプロパティコマンド要求コマンド
３７（図３参照）を受信した場合、送信部６２ａａが、定常コマンド６６ａａを送信する
際に、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３参照）に対する返信として、プロパテ
ィコマンド６５ａａを定常コマンド６６ａａとともにネットワーク５０経由で管理装置３
０（図１参照）へ送信する。
【００９４】
　したがって、管理装置３０（図１参照）がプロパティコマンド６５ａａをネットワーク
５０経由で受信することが可能であるため、管理装置３０（図１参照）にプロパティコマ
ンド６５ａａを把握させることが可能である。このため、遠隔管理装置７０（図１参照）
からネットワーク４０と管理装置３０（図１参照）とネットワーク５０とを経由して空調
機６０ａａ等（図１参照）を遠隔管理する準備として、空調機６０ａａ等（図１参照）を
停止することなく、遠隔管理装置７０（図１参照）から空調機６０ａａ等（図１参照）を
遠隔管理するために必要な情報を検出することが可能である。
【００９５】
　（２）
　ここでは、図２に示す室外機６０ａａの送信部６２ａａが、プロパティコマンド要求コ
マンド３７（図３参照）に基づいて、プロパティコマンド６５ａａを管理装置３０（図１
参照）へネットワーク５０（図１参照）経由で送信する。送信部６２ａａが、定常コマン
ド６６ａａをさらに管理装置３０（図１参照）へネットワーク５０経由で送信する。ここ
で、定常コマンド６６ａａは、主として、空調機６０ａａ等（図１参照）を識別する情報
である識別情報と、空調機６０ａａ等（図１参照）の運転に関する情報である運転情報と
、を備える。
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【００９６】
　したがって、管理装置３０（図１参照）が識別情報と運転情報とをネットワーク５０経
由で受信することが可能であるため、管理装置３０（図１参照）に識別情報と運転情報と
を把握させることが可能である。このため、遠隔管理装置７０（図１参照）からネットワ
ーク４０と管理装置３０（図１参照）とネットワーク５０とを経由して空調機６０ａａ等
（図１参照）が遠隔管理されることが可能である。
【００９７】
　（３）
　ここでは、図２に示す室外機６０ａａの送信部６２ａａが、プロパティコマンド要求コ
マンド３７（図３参照）に基づいて、プロパティコマンド６５ａａを管理装置３０（図１
参照）へネットワーク５０経由で送信する。送信部６２ａａが、定常コマンド６６ａａを
さらに管理装置３０（図１参照）へネットワーク５０経由で定期的に送信する。ここで、
定常コマンド６６ａａは、主として、空調機６０ａａ等（図１参照）を識別する情報であ
る識別情報と、空調機６０ａａ等（図１参照）の運転に関する情報である運転情報と、を
備える。
【００９８】
　したがって、管理装置３０（図１参照）が識別情報と運転情報とをネットワーク５０経
由で定期的に受信することが可能であるため、管理装置３０（図１参照）が識別情報と運
転情報とを要求しなくても、管理装置３０（図１参照）に識別情報と運転情報とを定期的
に把握させることが可能である。
【００９９】
　（４）
　ここでは、図１に示す空調設備６０が、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３参
照）を管理装置３０からネットワーク５０経由で受信する。空調設備６０が、プロパティ
コマンド要求コマンド３７（図３参照）に基づいて、プロパティコマンド６５ａａ，・・
・（図２参照）を決定する。ここで、プロパティコマンド６５ａａ，・・・（図２参照）
は、遠隔管理装置７０から空調機６０ａａ等が遠隔管理されるために必要な情報であり、
空調機６０ａａ等について主として種類及び性能を特定する情報である。空調設備６０が
、プロパティコマンド要求コマンド３７（図３参照）に基づいて、プロパティコマンド６
５ａａ，・・・（図２参照）を管理装置３０へネットワーク５０経由で送信する。管理装
置３０が、プロパティコマンド６５ａａ，・・・（図２参照）を空調設備６０からネット
ワーク５０経由で受信し、プロパティコマンド６５ａａ，・・・（図２参照）を遠隔管理
装置７０へネットワーク４０経由で送信する。
【０１００】
　したがって、空調機６０ａａ等のプロパティコマンド６５ａａ，・・・（図２参照）を
管理装置３０がネットワーク５０経由で空調設備６０から受信するため、空調機６０ａａ
等のプロパティコマンド６５ａａ，・・・（図２参照）を管理装置３０が把握することが
可能である。このため、遠隔管理装置７０からネットワーク４０と管理装置３０とネット
ワーク４０とを経由して空調機６０ａａ等が遠隔管理される準備として、空調設備６０を
停止することなく、遠隔管理装置７０から空調機６０ａａ等を遠隔管理するために必要な
情報を検出することが可能である。また、遠隔管理装置７０がプロパティコマンド６５ａ
ａ，・・・（図２参照）をネットワーク４０経由で受信することが可能であるので、遠隔
管理装置７０から空調機６０ａａ等を遠隔管理することが可能である。
【０１０１】
　＜第１実施形態の変形例＞
　（Ａ）ネットワーク４０とネットワーク５０とは、プロトコルが同じであってもよいし
、プロトコルが異なっていてもよい。図２に示す送信部６２ａａは、プロパティコマンド
６５ａａを定常コマンド６６ａａとともに送信しなくてもよい。すなわち、定常コマンド
６６ａａを送信するタイミングにならなくても、受信部６１ａａがプロパティコマンド要
求コマンド３７（図３参照）を受信したら、送信部６２ａａがすぐにプロパティコマンド
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６５ａａを送信してもよい。
【０１０２】
　（Ｂ）図２に示す定常コマンド６６ａａは、主として、空調機６０ａａ等（図１参照）
が遠隔管理装置７０（図１参照）から遠隔管理されるために必要な情報であり冷媒系統９
１，９２，・・・の構成が識別される情報である系統識別情報と、空調機６０ａａ等（図
１参照）の運転に関する情報である運転情報と、を備えていてもよい。この場合、系統識
別情報は上記の識別情報を含んでいてもよい。あるいは、系統識別情報は上記の識別情報
を含んでおらず、定常コマンド６６ａａは、主として、識別情報と系統識別情報と運転情
報とを備えていてもよい。また、冷媒系統９１，９２，・・・は、図１に示すように、１
つの室外機６０ａａ，６０ｂａ，・・・と、その室外機６０ａａ，６０ｂａ，・・・にネ
ットワーク５０で接続された室内機群６０ａｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・，６０ｂｂ
，６０ｂｃ，６０ｂｄ，・・・と、を含むものであってもよい。あるいは、冷媒系統９１
ａ，・・・は、図５に示すように、複数の室外機６０ａａ，６０ｂａ，・・・と、その複
数の室外機６０ａａ，６０ｂａ，・・・にネットワーク５０で接続された室内機群６０ａ
ｂ，６０ａｃ，６０ａｄ，・・・，６０ｂｂ，６０ｂｃ，６０ｂｄ，・・・と、を含むも
のであってもよい。
【０１０３】
　（Ｃ）図１に示すビル管理装置８０は、備えられていなくてもよい。すなわち、空調機
６０ａａ等以外の設備機器も遠隔管理装置７０からネットワーク４０経由で遠隔管理され
ていてもよい。
【０１０４】
　（Ｄ）図４に示すステップＳ１において、プロパティコマンド６５ａａ（図２参照）を
要求する旨の情報が図３に示す管理装置３０の入力部３５に入力されなくてもよい。例え
ば、空調設備６０に新しい空調機６０ａａ等が追加されたような場合、空調機６０ａａ等
からの追加されたことを示す信号を送受信部３２がネットワーク５０経由で空調機６０ａ
ａ等から受信してもよい。この場合、制御部３４により、プロパティコマンドを取得した
い旨の要求があるか否かが判断され得る。
【０１０５】
　［第２実施形態］
　本発明の第２実施形態にかかる空調管理システム１００を図６に示す。また、本発明の
第２実施形態にかかる空調管理システム１００の構成要素の構成図を図７，図８に示す。
図６～図８において、図１～図３の空調管理システム１の構成要素と同様の構成要素は同
じ番号で示してある。
【０１０６】
　この空調管理システム１００は、基本的な構造は第１実施形態と同様であるが、室外機
１６０ａａ，１６０ｂａ，・・・の構成と、管理装置１３０の構成と、が第１実施形態と
異なる。すなわち、図７に示すように、室外機１６０ａａの記憶部１６４ａａに、遠隔管
理用ＩＤ情報１６７ａａがさらに記憶される。図８に示すように、管理装置１３０は、記
憶部１３６に遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８をさらに備える。
【０１０７】
　図８に示す入力部１３５には、空調機１６０ａａ，１６０ａｂ，１６０ａｃ，１６０ａ
ｄ，・・・，１６０ｂａ，１６０ｂｂ，１６０ｂｃ，１６０ｂｄ，・・・（以下、空調機
１６０ａａ等とする。）の遠隔管理用ＩＤを設定したい旨の要求が入力される。ここで、
遠隔管理用ＩＤは、空調機１６０ａａ等（図６参照）を遠隔管理装置７０（図６参照）か
ら遠隔管理するために必要な情報であり、遠隔管理装置７０（図６参照）から空調機１６
０ａａ等（図６参照）が識別される情報である。制御部１３４は、空調機１６０ａａ等（
図６参照）に遠隔管理用ＩＤを設定したい旨の要求を入力部１３５から受け取り、記憶部
１３６を参照して、遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８を記憶部１３６から受け
取る。制御部１３４は、遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８をプロトコル変換部
３３へ渡す。プロトコル変換部３３は、遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８を、
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ネットワーク５０の形式へ変換して、送受信部３２へ渡す。送受信部３２は、遠隔管理用
ＩＤリモート設定コマンド１３８をネットワーク５０経由で空調設備１６０（１６０ａ，
１６０ｂ，・・・）へ送信する。図７に示す室外機１６０ａａの受信部６１ａａが、遠隔
管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８（図８参照）を、管理装置３０からネットワーク
５０経由で受信する。決定部１６３ａａが、遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８
（図８参照）を受信部６１ａａから受け取る。決定部１６３ａａが、遠隔管理用ＩＤリモ
ート設定コマンド１３８（図８参照）に基づいて、空調機１６０ａａ等（図６参照）に対
して遠隔管理用ＩＤを決定する。決定部１６３ａａが、遠隔管理用ＩＤを遠隔管理用ＩＤ
情報１６７ａａとして記憶部１６４ａａに記憶させる。したがって、遠隔管理用ＩＤリモ
ート設定コマンド１３８（図８参照）をネットワーク５０経由で受信して遠隔管理用ＩＤ
が設定されることが可能であるので、遠隔管理用ＩＤが重複して設定されることを低減す
ることが可能である。このため、遠隔管理用ＩＤが設定される際の負担を低減することが
可能である。これらの点で第１実施形態と異なる。
【０１０８】
　また、図６に示す空調管理システム１００が空調機１６０ａａ等を管理する処理の流れ
が第１実施形態と異なる。なお、空調管理システム１００が空調機群１６０ａ（１６０ａ
ａ，１６０ａｂ，１６０ａｃ，１６０ａｄ，・・・）を管理する場合について説明するが
、空調管理システム１００が他の空調機群１６０ｂ，・・・を管理する場合についても同
様である。図９，図１０において、図４に示す第１実施形態と同様の処理は、同じ番号で
示してある。
【０１０９】
　図１０に示すステップＳ１１（図９，図１０で示す（１））では、遠隔管理用ＩＤを自
動で設定したい旨の要求があるか否かが判断される。すなわち、空調機１６０ａａ等（図
６参照）の遠隔管理用ＩＤを自動で設定したい旨の要求が図８に示す入力部１３５に入力
されて、制御部１３４により、空調機１６０ａａ等（図６参照）の遠隔管理用ＩＤを設定
したい旨の要求が入力部１３５から受け取られた場合、遠隔管理用ＩＤを自動で設定した
い旨の要求があると判断される。空調機１６０ａａ等（図６参照）の遠隔管理用ＩＤを自
動で設定したい旨の要求が図８に示す入力部１３５に入力されず、制御部１３４により、
空調機１６０ａａ等（図６参照）の遠隔管理用ＩＤを設定したい旨の要求が入力部１３５
から受け取られない場合、遠隔管理用ＩＤを自動で設定したい旨の要求がないと判断され
る。遠隔管理用ＩＤを自動で設定したい旨の要求があると判断されれば、ステップＳ１２
へ進められ、遠隔管理用ＩＤを自動で設定したい旨の要求がないと判断されれば、ステッ
プＳ８へ進められる。
【０１１０】
　図１０に示すステップＳ１２では、遠隔管理用ＩＤがリモートで設定される。すなわち
、図８に示す制御部１３４により、記憶部１３６が参照されて、遠隔管理用ＩＤリモート
設定コマンド１３８が記憶部１３６から受け取られる。制御部１３４により、遠隔管理用
ＩＤリモート設定コマンド１３８がプロトコル変換部３３へ渡される。プロトコル変換部
３３により、遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８が、ネットワーク５０の形式へ
変換されて、送受信部３２へ渡される。送受信部３２により、遠隔管理用ＩＤリモート設
定コマンド１３８がネットワーク５０経由で空調設備１６０（１６０ａ，１６０ｂ，・・
・）へ送信される。図７に示す室外機１６０ａａの受信部６１ａａにより、遠隔管理用Ｉ
Ｄリモート設定コマンド１３８（図８参照）が、管理装置３０からネットワーク５０経由
で受信される。決定部１６３ａａにより、遠隔管理用ＩＤリモート設定コマンド１３８（
図８参照）が受信部６１ａａから受け取られる。決定部１６３ａａにより、遠隔管理用Ｉ
Ｄリモート設定コマンド１３８（図８参照）に基づいて、空調機１６０ａａ等に対して遠
隔管理用ＩＤが決定される。決定部１６３ａａにより、遠隔管理用ＩＤが遠隔管理用ＩＤ
情報１６７ａａとして記憶部１６４ａａに記憶される（図１０で示す（２））。
【０１１１】
　管理装置３０（図６参照）がプロパティコマンド６５ａａをネットワーク５０経由で受
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信することが可能であるため、管理装置３０（図６参照）にプロパティコマンド６５ａａ
を把握させることが可能である点は、第１実施形態と同様である。したがって、このよう
な空調管理システム１００によっても、遠隔管理装置７０（図１参照）からネットワーク
４０と管理装置３０とネットワーク５０とを経由して空調機１６０ａａ等（図６参照）を
遠隔管理する準備として、空調機１６０ａａ等（図６参照）を停止することなく、遠隔管
理装置７０（図６参照）から空調機１６０ａａ等（図６参照）を遠隔管理するために必要
な情報を検出することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１１２】
　本発明にかかる空調設備、空調管理システム及び空調設備の管理方法は、空調設備を停
止することなく、遠隔管理装置から空調機を遠隔管理するために必要な情報を検出するこ
とができるという効果を有し、空調設備、空調管理システム及び空調設備の管理方法等と
して有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１１３】
【図１】本発明の第１実施形態による空調管理システムの構成図。
【図２】本発明の第１実施形態による室外機の構成図。
【図３】本発明の第１実施形態による管理装置の構成図。
【図４】空調管理システムが空調機を管理する処理の流れを示すフローチャート。
【図５】本発明の第１実施形態による空調管理システムの構成図。
【図６】本発明の第２実施形態による空調管理システムの構成図。
【図７】本発明の第２実施形態による室外機の構成図。
【図８】本発明の第２実施形態による管理装置の構成図。
【図９】空調管理システムが空調機を管理する処理の流れを示すフローチャート。
【図１０】空調管理システムが空調機を管理する処理の流れを示すフローチャート。
【符号の説明】
【０１１４】
１，１００　空調管理システム
１０　ビル
２０　遠隔管理センタ
３０，１３０　管理装置
４０，５０　ネットワーク
６０，１６０　空調設備
７０　遠隔管理装置
８０　ビル管理装置
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